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新たな節目を迎え、春の到来・・

　　２月のおすすめ

　魔法のくつ下、発見！　

　　あっという間にカカトのかさかさ解消

　特殊製法による履き心地の良さと	  
　セラミック練り込み糸から放射される	  
　遠赤外線が優れた保湿性を発揮。	  
　さらに特殊保温シートで	  
　カカトのカサカサを解消してくれます。	  

　今ならお得にＧＥＴ！	  
　できます・・・	  

　定価　	  
　無地・・・・２０００円（税込）	  
　柄物・・・・２３００円（税込）	  

　今なら・・・

　無地・・・・１２００円（税込）
　柄物・・・・１３００円（税込）　　　

にっかん飛切落語会
小遊三、正太郎、小朝がやって来る

　　　　イイノホールにて

メンバー紹介

森　イツ子　（もり　いつこ）

私達のお母さん！　事務のスペシャリスト

出版社から介護の世界へ・・・・	  
介護の世界に事務職として転職し	  
１０年以上・・・・	  
変わりゆく介護保険制度の中、	  
コツコツと請求業務一筋でこられました。	  
疲れて帰ってきたスタッフに	  
「お疲れさん！」と温かい言葉を	  
いつもかけてくれるお母さん。　　	  

「笑点」メンバーとして軽妙な語りで笑いを引き出す小遊三	  
時代劇などで役者としても存在感を示している小朝。	  
春のひととき、華やかな笑いをお楽しみください

　　３月２２日（水）開演　１８：３０～　
　　費用：　４０００円（税込）

写真を	  
⼊入れてくだ「冷
淡」さい

皆様、節分が過ぎました。

豆まきされましたか？

そこでですが、「節分＝2月3日」と思っていますが、実は違うんです。

節分は1年に4回あります。

立春、立夏、立秋、立冬の各前日を言います。

江戸時代ごろから1年の始まりは立春から・・・となり、

立春の前日の節分が今の節分となっています。

旧暦では立春は1月1日となっていますが、

本来の立春は太陽の角度が315度になる、2月4日前後を言います。

前後と言いましたが、驚くことに、本来はその年によって節分の日が変わ

るんです。だいたい2月4日が315度になるので立春とし、前日を節分という

ようになったそうです。

このように、日本に伝わる「言葉」の背景には、

江戸時代前後からのいろいろな言い伝えから来ていて、面白いですよね。

今年は、「粋に、楽しく、えどケーション」とお江戸の歴史を紐解いてい

きたいと思います。


